
熊本県立八代高等学校 ３学年「現代文」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）「オブジェとイマージュ」（３時間） 

（２）「市民社会化する家族」 （４時間） 

（３）「現代文読解問題」（４時間）※文系生徒のみ 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

（１）～（３） 

語句の意味を的確に理解して語彙を豊かにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

（１）筆者の人間観、文化観を的確に理解する。 

（２）筆者の問題意識を理解し、これからの家族のあ

り方を考える。 

（３）本文の内容を的確に理解し、それを文章として

表現する。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（１）芸術や文化に触れる際の感性を磨く。 

（２）「家族」や「近代社会」の問題に関心を持ち、

理解を深める。 

（３）文章の内容を日々の生活と結びつけて考える。 

【知識・技能】 

（１）～（３） 

①読解に欠かせない語句の意味を的確に理解している。 

【思考・判断・表現】 

（１）②筆者の人間観、文化観を的確に理解している。 

（２）②筆者の問題意識を理解し、これからの家族の

あり方を考えている。 

（３）③本文の内容を的確に理解し、それを文章とし

て表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

（１）③芸術や文化について論じた評論を読み、考察

を深めている。 

（２）③「家族」や「近代社会」の問題についての評

論を読み、理解を深めている。 

（３）③文章の内容と日々の生活とを結びつけて考え

ている。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価規準 

第１ 

～３回 

 

（１）「オブジェと

イマージュ」 

２ ・学習プリントを解く。 

 

・登校日に学習プリントを

提出。 

・学校再開後の考査の範囲

として出題。 

（１）① 

（１）② 

１ ・学習プリントを解く。 

 

（１）③ 

第４ 

～７回 

（２）「市民社会化

する家族」 

３ ・学習プリントを解く。 

 

・登校日に学習プリントを

提出。 

・学校再開後の考査の範囲

として出題。 

（２）① 

（２）② 

１ ・学習プリントを解く。 

 

（２）③ 

第１ 

～４回 

（文系

生徒の

み） 

（３）現代文読解問

題（駿台文庫） 

４ 問題集を解く。 ・登校日に問題集を提出。 （３）① 

（３）② 

（３）③ 

  



熊本県立八代高等学校 ３学年「古典」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）『蜻蛉日記』「嘆きつつ一人寝る夜」（５時間） 

 （２）史伝「子路」 （５時間） 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

（１）語句の意味や文法事項に留意して現代語訳する。 

（２）語句の意味や文法事項に留意して現代語訳する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

（１）筆者の立場や心情を的確に理解する。 

（２）筆者の問題意識を理解し、これからの家族

のあり方を考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（１）平安貴族社会の文化について理解する。 

（２）史伝の魅力を味わう。 

 

【知識・技能】 

（１）①語句の意味や文法事項に留意して現代語

訳している。 

（２）①語句の意味や文法事項に留意して現代語

訳している。 

【思考・判断・表現】 

（１）②筆者の立場や心情を的確に理解している。 

（２）②登場人物の人物像や性格を的確に読み取

っている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

（１）③平安貴族社会の文化について理解している。 

（２）③史伝の概要を理解して魅力を味わっている。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価規準 

第１ 

～５回 

 

（１）『蜻蛉日

記』「嘆きつつ一

人寝る夜」 

５ ・学習プリントを解く。 

 

・登校日に学習プリント

を提出。 

・学校再開後の考査の範

囲として出題。 

（１）① 

（１）② 

（１）③ 

第６ 

～10回 

（２）史伝 

「子路」 

５ ・学習プリントを解く。 

 

・登校日に学習プリント

を提出。 

・学校再開後の考査の範

囲として出題。 

（２）① 

（２）② 

（２）③ 

 

  



八代高等学校 ３学年「世界史Ｂ」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）イスラーム世界の形成と発展 （２）ヨーロッパ世界の形成と発展 

      （３）内陸アジア世界・東アジア世界の展開 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・イスラーム世界の歩み、特質を理解する 

・ヨーロッパ中世の歩み、特質を理解する 

・唐崩壊後の東アジアの変容を理解する 

【思考力，判断力，表現力等】 

・イスラーム世界形成の特質を表現する 

・ヨーロッパ中世形成の特質を表現する 

・唐崩壊後の東アジアの変容を表現する 

【学びに向かう力，人間性等】 

・計画を立て、実施し、取組をふり返る 

【知識及び技能】 

①イスラーム世界の歩み、特質を理解できる 

②ヨーロッパ中世の歩み、特質を理解できる 

③唐崩壊後の東アジアの変容を理解できる 

【思考力，判断力，表現力等】 

④イスラーム世界形成の特質を表現できる 

⑤ヨーロッパ中世形成の特質を表現できる 

⑥唐崩壊後の東アジアの変容を表現できる 

【学びに向かう力，人間性等】 

⑦計画を立て、実施し、取組をふり返ることができる 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

 

イスラーム世界の

形成 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№１の空欄補充 

ワークシート№１の作

業状態（表・裏両面） 

①③ 

⑦ 

第２回 イスラーム世界の

発展、インド・東

南アジア・アフリ

カのイスラーム化 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№２の空欄補充 

ワークシート№２の作

業状態（表・裏両面） 

①③ 

⑦ 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№３の空欄補充 

ワークシート№３の作

業状態（表・裏両面） 

①③ 

⑦ 

第３回 イスラーム文明 １ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№４の空欄補充 

ワークシート№４の作

業状態（表・裏両面） 

①③ 

⑦ 

第４回 西ヨーロッパ世界

の形成 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№５の空欄補充 

ワークシート№５の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№６の空欄補充 

ワークシート№６の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

第５回 東ヨーロッパ世界

の形成 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№７の空欄補充 

ワークシート№７の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

第６回 西ヨーロッパ中世

世界の変容 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№８の空欄補充 

ワークシート№８の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№９の空欄補充 

ワークシート№９の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№10の空欄補充 

ワークシート№10の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

第７回 西ヨーロッパの中

世文化 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№11の空欄補充 

ワークシート№11の作

業状態（表・裏両面） 

②④ 

⑦ 

第８回 東アジア諸地域の

自立化 

１ ・教科書を見ながら、ワークシ 

ート№12の空欄補充 

ワークシート№12の作

業状態（表・裏両面） 

③⑥ 

⑦ 

＊教科書 p154～p157「トルコ化とイスラーム化の進展」は，今回は取り扱いません。各自教科書を読ん 

で理解をしておいてください。 

＊休校後の授業は，教科書 p160「宋の統治」から進めていきます。 

  



熊本県立八代高等学校 ３学年「日本史Ｂ」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）飛鳥の朝廷 （２）律令国家への道 （３）平城京の時代 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 
・飛鳥の朝廷の政治と国際情勢を理解する。 
・大化の改新以後の律令制度の形成過程と仕組
みを理解する。 

・奈良時代の政治抗争と遣唐使の役割を理解す
る。 

【思考力，判断力，表現力等】 
・東アジア情勢が日本に与えた影響を理解す
る。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・計画を立て、実施し、取組を振り返る。 

【知識・技能】 
① 飛鳥の朝廷の時代的背景を理解できる。 
② 律令制度の形成過程と仕組みを理解でき

る。 
③ 奈良時代の政治抗争と遣唐使の役割を理解

できる。 
【思考・判断・表現】 
④ 東アジア情勢が日本に与えた影響を表現で

きる。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
⑤ 計画を立て、実施し、取組を振り返ること

ができる。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 時
間 学習内容 評価方法 評価

規準 
第１回 
 

飛鳥の朝廷 １ ・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「遣隋使の派遣と国政改革」 
・教科書 P.34～P.37を読む。 
・授業プリント№８を埋める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 

 
① ④ 

１ ・授業プリント№９を図説の
P.51～P.55を見て埋める。 

・新日本史研究ノート P.14を
解く。 

自己評価(後日解答) 
 
新日本史研究ノートの
提出（５／２８） 

 
① ⑤ 

第２回 律令国家への道 １ ・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「大化の改新」 
・教科書 P.38～P.41を読む。 
・授業プリント№10を埋める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 

 
② ④ 

１ ・授業プリント№11～№13を教
科書・図説を参照し埋める。 

自己評価(後日解答)  
② 

第２回 律令国家への道 １ ・新日本史研究ノート P.15を
解く。 

新日本史研究ノートの
提出（５／２８） 

 
② ⑤ 

１ ・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「律令国家のしくみ」 
・教科書 P.41～P.44を読む。 
・授業プリント№14を埋める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 

 
② 
 

１ ・授業プリント№15～№16を教
科書・図説を参照し埋める。 

自己評価(後日解答) ② 

１ ・新日本史研究ノート P.16～
P.17を解く。 

新日本史研究ノートの
提出（５／２８） 

②⑤ 

第３回 
  
 

平城京の時代 １ 
 

・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「平城京と地方の支配」 
・教科書 P.44～P.49を読む。 
・授業プリント№17～№18を埋
める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 
 

 
 
③ ④ 
 
 

１ ・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「政治と仏教の結びつき」 
・教科書 P.49～P.54を読む。 
・授業プリント№19～№20を教
科書・図説を参照し埋める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 

 
③ ④ 

１ ・ＮＨＫ高校講座（動画視聴） 
 「天平文化」 
・教科書 P.54～P.60を読む。 
・授業プリント№21を教科書・
図説を参照し埋める。 

ＮＨＫ高校講座の理解
度チェックを解く 
 
自己評価(後日解答) 
 

 
③④ 

１ ・新日本史研究ノート P.18～
P.19を解く。 

新日本史研究ノートの
提出（５／２８） 

 
③ 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「地理 B」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）第３次産業（P153～157）（２）交通・通信（P158～161）（３）貿易（P162～167） 

      （４）人口（P168～179）（５）衣食住（P201～207）（６）民族・宗教（P208～212） 

（７）国家・民族・領土問題（P213～226）          ※Pは教科書のページ 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

（１）グローバル化の進展による第３次産業の流れについて理解する。 

（２）交通通信の果たしてきた役割と世界に与える影響、課題について理解する。 

（３）自由貿易の歴史的背景と世界の結びつき、貿易構造の変化について理解する。 

（４）世界の人口、人口問題について理解する。 

（５）衣食住の特徴と多様性、地域的差異について理解する。 

（６）民族と国家の関係、先住民や少数民族について理解する。 

（７）国家の意義や役割について理解する。民族・領土問題の原因や現状を理解する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

地理的思考力を活用しながら、諸資料を適切に読み解く。 

【学びに向かう力，人間性等】 

学習を通して、地理に関する興味関心を高める。 

【知識・技能】 

①各単元の地理

的内容を理解

し、その知識を

身につけてい

る。 

【主体的に学習

に取り組む態

度】 

②計画を立て、

実施し、取組を

振り返ることが

できる。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 時間 学習内容 評価方法 評価規準 

第１回 （１）第３次産業 １ ◎別紙「地理選択者用 休校中の課題に

ついての連絡プリント②」の指示をよく

読み、学習を行う。 

・教科書、資料集を読みながら、「学習す

るうえでの重要ポイント」に線を引く。 

・よく分からない語句に関しては自分で

調べる。 

※授業で使用する A4サイズ（297×

210mm）ノートにまとめを行っても良い。 

※NHK高校講座 地理の動画も適宜、学

習の参考にする。 

・学校再

開後の定

期考査や

実力考査

の範囲と

して出

題。 

・最初の

授業で教

科書の点

検を行

う。 

①② 

第２回 （２）交通・通信 １ 

第３回 （３）貿易 １ 

第４回 （４）人口 ２ 

第５回 （５）衣食住 １ 

第６回 （６）民族・宗教 １ 

第７回 （７）国家・ 

民族・領土問題 

２ 

第８回 自学全範囲の復習 １ 

第９回 地図帳で国名と 

国の位置を暗記 

２ 

※第４・７・９回以外は１単元１コマの学習時間を目安とする。ただし、時間がかかる単元の場合、各自の

学習スピードに合わせて取り組んで良い。適宜復習を行い、知識の定着を図る。 

・地図帳で国名と国の位置を暗記する国…東アジア、東南アジア、南アジア、ヨーロッパ、北米、南米 

 地図帳 P1～2を見ながら、大陸や地域ごとのまとまりで頭に入れていくと整理しやすい。 



熊本県立八代高等学校 ３学年「倫理」シラバス（５月分） 

１．単元 青年期、源流思想 （１）青年期の課題と自己形成 （２）人間としての自覚 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・青年期の特徴や課題、先哲の思想を理解

する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・青年期の特徴や課題、先哲の思想を多面

的・多角的に考察し、その結果を表現す

る。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・課題プリントの空欄を埋め、一問一答問

題をさせることで理解を深める。 

【知識・技能】 

①青年期の特徴や課題、先哲の思想を理解し、その

知識を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

②青年期の特徴や課題、先哲の思想を多面的・多角

的に考察し、その結果を表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

③丁寧にかつ空欄がなく課題プリントを記述してい

る。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

 

人間の定義、青年

期 part１ 

１ ・人間の定義や青年期の位置づ

けについて理解を深める。 

 

人間の定義や青年期の

位置づけを説明でき

る。 

① 

② 

③ 

第２回 青年期 part２ １ ・青年期の発達課題について理

解を深める。エリクソン、ハヴ

ィガーストなど。 

青年期の発達課題を唱

えた人物たちの違いを

説明できる。 

① 

② 

③ 

第３回 青年期 part３ １ ・青年期が持つ欲求や葛藤、防

衛機制について理解を深める。

フロイトなど。 

欲求や葛藤、欲求不満

から回避する行動には

何があるかを説明でき

る。 

① 

② 

③ 

第４回 青年期 part４ １ ・人が持つ性格についての様々

な分類について理解を深める。 

ユング、クレッチマーなど。 

人が持つ性格について

の様々な分類について

説明できる。 

① 

② 

③ 

第５回 確認テスト １ ・確認テストを行い、理解度を

確認する。 

 ① 

② 

第６回 哲学の誕生 １ ・万物の根源、哲学がどの様に

して誕生したか理解を深める。 

タレス、プロタゴラスなど。 

万物の根源、哲学がど

の様にして誕生したか

説明できる。 

① 

② 

③ 



第７回 ソクラテス １ ・ソクラテスの思想について理

解を深める。 

ソクラテスの思想につ

いて説明できる。 

① 

② 

③ 

第８回 プラトン １ ・プラトンの思想（イデア、理

想主義など）について理解を深

める。 

プラトンの思想につい

て説明できる。 

① 

② 

③ 

第９回 アリストテレス １ ・アリストテレスの思想（現実

主義など）について理解を深め

る。 

アリストテレスの思想

について説明できる。 

① 

② 

③ 

第１０

回 

ヘレニズム時代の

思想、新プラトン

主義 

１ ・ヘレニズム時代の思想家であ

るエピクロス、ゼノン、また、

プロティウスについて理解を深

める。 

エピクロスとゼノンの

思想の違い、プロティ

ウスについて説明でき

る。 

① 

② 

③ 

第１１

回 

確認テスト １ ・確認テストを行い、理解度を

確認する。 

 ① 

② 

第１２

回 

ユダヤ教 １ ・ユダヤ教の成立（モーセ）や

律法（十戒）について理解を深

める。 

ユダヤ教の成立や律法

について説明できる。 

① 

② 

③ 

第１３

回 

イエス、キリスト

教 

１ ・イエスの思想、キリスト教の

成立（ペテロ、パウロ）と展開

（アウグスティヌス、トマス＝

アクィナス）について理解を深

める。 

イエスの思想、キリス

ト教の成立と展開につ

いて説明できる。 

① 

② 

③ 

 

☆勉強方法 

 １ 当日勉強する単元の教科書の範囲をしっかり読む。 

２ 各単元のプリントを教科書を見ながら解く。 

３ 解答を見ながら答え合わせ、やり直しをする。 

 ※１～３を３５分で行う。 

４ 一問一答の問題を解き、解答とやり直しをする。 

 ※４を１５分で行う。 

 ☆確認テスト 

  ・確認テストは時間内に解き、解答・やり直しまで終わらせる。 

 ☆課題提出 

  ・課題プリントは、学校が再開した最初の授業の時に提出。 

   ※課題プリントは、名前を書き、バラバラにならないように順番にまとめておいてください（フ

ァイルにまとめて入れる、ホッチキスでとめる、ノートに貼るなど形式はお任せします）。 

  ・確認テストは、解答・やり直しをしてテストを行った日以降の次の登校日に提出。 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅱ・Ｂ（３組文系）」シラバス（５月分） 

１．単元  基本～標準問題の徹底演習 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・公式の知識や基本的な問題に対しての解

法を理解する。 

・正確な計算処理をする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・標準的な問題に対して、公式等を活用

し、解法を考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・様々な問題に積極的に取り組む。 

【知識・技能】 

①公式の知識や基本的な問題に対しての理解ができ

る。 

②正確な計算処理を行うことができる。 

【思考・判断・表現】 

③標準的な問題に対して、公式等を活用し、解法を

考え出すことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

④様々な問題に積極的に取り組む意欲がある。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～④ 

アップリフト １ 前回までの復習 確認テストへの取り組み

状況を評価する。また、

学校再開後の定期考査の

範囲として出題する。 

①②

③④ １ 確認：2,4,6 

１ 確認：8,10,12 

１ 確認：14,16,18 

１ ・確認テスト 

第２回 

⑤～⑨ 

アップリフト １ 確認：20,22,24 確認テストへの取り組み

状況を評価する。また、

学校再開後の定期考査の

範囲として出題する。 

１ 確認：26,28,30 

１ 確認：32,34,36 

１ 確認：38,40,42 

１ ・確認テスト 

第３回 

⑩～⑭ 

アップリフト １ 確認：44,46,48 確認テストへの取り組み

状況を評価する。また、

学校再開後の定期考査の

範囲として出題する。 

１ 確認：50,52,54 

１ 確認：56,58,60 

１ 確認：62,64,66 

１ ・確認テスト 

第４回 

⑮⑯ 

アップリフト １ 確認：68,70,72 学校再開後の定期考査の

範囲として出題する。 １ 確認：74,76,78 
  

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅱ・Ｂ（４５６組文系）」シラバス（５月分） 

１．単元  基本～標準問題の徹底演習 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・公式の知識や基本的な問題に対しての解

法を理解する。 

・正確な計算処理をする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・標準的な問題に対して、公式等を活用

し、解法を考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・様々な問題に積極的に取り組む。 

【知識・技能】 

①公式の知識や基本的な問題に対しての理解ができ

る。 

②正確な計算処理を行うことができる。 

【思考・判断・表現】 

③標準的な問題に対して、公式等を活用し、解法を

考え出すことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

④様々な問題に積極的に取り組む意欲がある。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～④ 

教科書完成ⅠＡⅡＢ １ 前回までの復習 確認テストへの取り組み状況

を評価する。また、学校再開

後の定期考査の範囲として出

題する。 

①②

③④ １ ① 2,4  ② 2,4 

１ ③ 2,4  ④ 2 

１ ④ 4   ⑤ 2,4 

１ ・確認テスト 

第２回 

⑤～⑨ 

教科書完成ⅠＡⅡＢ １ ⑥ 2,4 確認テストへの取り組み状況

を評価する。また、学校再開

後の定期考査の範囲として出

題する。 

１ ⑦ 2,4 

１ ⑧ 2,4 

１ ⑩ 2,4 

１ ・確認テスト 

第３回 

⑩～⑭ 

教科書完成ⅠＡⅡＢ １ ⑪ 2,4 確認テストへの取り組み状況

を評価する。また、学校再開

後の定期考査の範囲として出

題する。 

１ ⑫ 2,4 

１ ⑬ 2,4 

１ ⑭ 2,4 

１ ・確認テスト 

第４回 

⑮～⑯ 

教科書完成ⅠＡⅡＢ １ ⑮ 2,4 学校再開後の定期考査の範囲

として出題する。 １ ⑯ 2,4 

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅲ（１２４組高進理系）」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）極限 （２）微分法 （３）微分法の応用 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 
・様々な極限を求める。 
・関数の増減、凹凸などを調べてグラフの
概形をかく。 

【思考力，判断力，表現力等】 
・関数の増減や極値の問題を，導関数を用
いて考察する。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・学習をとおして，極限や微分法の応用に
対する興味を深める。 

【知識・技能】 
①様々な極限を求めることができる。 
②関数の増減，凹凸などを調べてグラフの概形をか
くことができる。 

【思考・判断・表現】 
③関数の増減や極値の問題を，導関数を用いて考察
できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
④学習をとおして、極限や微分法の応用に興味を深
めることができる。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～⑥ 

第４章極限 

第２節関数の極限 

第５章微分法 

第１節導関数 

１ 前回までの復習 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

①④ 

１ 例題 12、応用例題 8,9 

１ 例 16～例 21、例題 13 

１ 導関数≫ 例１～3 

１ 例題 1,2、例 4 

１ 例 5～7 

１ ・確認テスト 

第２回 

⑦～⑬ 

第５章微分法 

第１節導関数 

第 2節いろいろな関

数の導関数 

第 6章微分法の応用 

第 1節導関数の応用 

１ 例 8～10 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

②④ 

１ 例題 3,4 

１ 例題 5、応用例題 1、例題 6 

１ 例 11、例題 7,8、 

１ 微分の応用≫ 

例題 1、例 1、応用例題 1 

１ 例題 2、例 2、応用例題 2 

１ ・確認テスト 

第３回 

⑭～⑳ 

第 6章微分法の応用 

第 1節導関数の応用 

第 2節いろいろな応

用 

１ 例題 3,4 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

③④ 

１ 例題 5、応用例題 3 

１ 例題 6、例 3 

１ 例題 7，8 

１ 例 4、例題 9、例 5 

１ 応用例題 4、応用例題 5 

１ ・確認テスト 

第４回 

㉑～㉓ 

 １ 例題 10,11 学校再開後の定期考査

の範囲として出題す

る。 

③④ 

１ 例 6、例題 12 

１ テーラー展開 

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 

※教科書の例題解説を Classi校内グループ「高３数学Ⅲ高進理系」にアップするので参考にすること 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅲ（１２４組中進理系）」シラバス（５月分） 

１．単元  基本～標準問題の徹底演習 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・公式の知識や基本的な問題に対しての解

法を理解する。 

・正確な計算処理をする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・標準的な問題に対して、公式等を活用

し、解法を考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・様々な問題に積極的に取り組む。 

【知識・技能】 

①公式の知識や基本的な問題に対しての理解ができ

る。 

②正確な計算処理を行うことができる。 

【思考・判断・表現】 

③標準的な問題に対して、公式等を活用し、解法を

考え出すことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

④様々な問題に積極的に取り組む意欲がある。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～⑥ 

アップリフト数Ⅲ 

(・・・ℤと称する) 

教科書完成ⅠAⅡB 

(・・・Bと称する) 

以下同様 

Ⅲ 微分法、定積分  

ⅠAⅡB 数と式 

    ２次関数 

１ 前回までの復習 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

①②

③④ １ ℤ A1,A2, B ①2,4の４問 

１ ℤ A3,A4, B ②2,4の４問 

１ ℤ A5,A6, B ③2,4の４問 

１ ℤ A7,A8, B ④2,4の４問 

１ ℤ A9,A10, B ⑤2,4の４問 

１ ・確認テスト(1～5) 

第２回 

⑦～⑬ 

Ⅲ 積分 

関数の極限  

ⅠAⅡB 

２次方程式 

  図形と計量   

１ ℤ A11,A12, B ⑥2,4の４問 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

１ ℤ A13,A14, B ⑦2,4の４問 

１ ℤ A15,A16, B ⑧2,4の４問 

１ ℤ A17,A18, B ⑨2,4の４問 

１ ℤ A19,A20, B ⑩2,4の４問 

１ ℤ A21,A22, B ⑪2,4の４問 

１ ・確認テスト(7～12) 

第３回 

⑭～⑳ 

Ⅲ ２次曲線 

  総合問題 

  複素数平面 

ⅠAⅡB 

  三角比 

  データの分析 

  場合の数と確率 

１ ℤ A23,A24, B ⑫2,4の４問 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

１ ℤ A25,A26, B ⑬2,4の４問 

１ ℤ A27,A28, B ⑭2,4の４問 

１ ℤ A29,A30, B ⑮2,4の４問 

１ ℤ A31,A32, B ⑯2,4の４問 

１ ℤ A33,A34, B ⑰2,4の４問 

１ ・確認テスト(14～19) 

第４回 

㉑～㉓ 

Ⅲ 無理関数 

  分数関数 

ⅠAⅡB 整数の性質 

  円の性質 

１ ℤ A35,A36, B ⑱2,4の４問 学校再開後の定期考査

の範囲として出題す

る。 

１ ℤ B1    B ⑲2,4⑳2の４問 

１ ℤ B2    B ⑳4,㉑2,4の４問 

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 

 
 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅲ（３組高進理系）」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）極限 （２）微分法 （３）微分法の応用 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 
・様々な極限を求める。 
・関数の増減、凹凸などを調べてグラフの
概形をかく。 

【思考力，判断力，表現力等】 
・関数の増減や極値の問題を，導関数を用
いて考察する。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・学習をとおして，極限や微分法の応用に
対する興味を深める。 

【知識・技能】 
①様々な極限を求めることができる。 
②関数の増減，凹凸などを調べてグラフの概形をか
くことができる。 

【思考・判断・表現】 
③関数の増減や極値の問題を，導関数を用いて考察
できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
④学習をとおして、極限や微分法の応用に興味を深
めることができる。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～⑥ 

第５章微分法 

第１節導関数 

第５章微分法 

第１節導関数 

第 2節いろいろな関

数の導関数 

１ 前回までの復習 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

①④ 

１ 導関数 例１～3 

１ 例題 1,2、例 4 

１ 例 5～7 

１ 例 8～10 

１ 例題 3,4 

１ ・確認テスト(1～5) 

第２回 

⑦～⑬ 

対数関数の導関数 

 

 

 

 

第 6章微分法の応用 

第 1節導関数の応用 

１ 例題 5、応用例題 1、例題 6 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

②④ 

１ 例 11、例題 7,8、 

１ 問題 7,8,9,10,11,12  
P165の 1,2 

１ P165の 3,4,5,6,7 
P166の 11,12 

１ 微分法の応用 
例題 1、例 1、応用例題 1 

１ 例題 2、例 2、応用例題 2 

１ ・確認テスト(7～12) 

第３回 

⑭～⑳ 

第 6章微分法の応用 

第 1節導関数の応用 

第 2節いろいろな応

用 

１ 例題 3,4 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

③④ 

１ 例題 5、応用例題 3 

１ 例題 6、例 3 

１ 例題 7，8 

１ 例 4、例題 9、例 5 

１ 応用例題 4、応用例題 5 

１ ・確認テスト(15～19) 

第４回 

㉑～㉓ 

 １ 例題 10,11 学校再開後の定期考査

の範囲として出題す

る。 

③④ 

１ 例 6、例題 12 

１ テーラー展開 

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 

※教科書の例題解説を Classi校内グループ「高３数学Ⅲ高進理系」にアップするので参考にすること 



熊本県立八代高等学校 ３学年「数学Ⅲ（３組中進理系）」シラバス（５月分） 

１．単元  基本～標準問題の徹底演習 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・公式の知識や基本的な問題に対しての解

法を理解する。 

・正確な計算処理をする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・標準的な問題に対して、公式等を活用

し、解法を考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・様々な問題に積極的に取り組む。 

【知識・技能】 

①公式の知識や基本的な問題に対しての理解ができ

る。 

②正確な計算処理を行うことができる。 

【思考・判断・表現】 

③標準的な問題に対して、公式等を活用し、解法を

考え出すことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

④様々な問題に積極的に取り組む意欲がある。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

⓪～⑥ 

アップリフト １  確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

①②

③④ １ Ⅲ…A1,B1，ⅠＡⅡＢ…A2,A4 

１ Ⅲ…A3,B3，ⅠＡⅡＢ…A6,A8 

１ Ⅲ…A5,B5，ⅠＡⅡＢ…A10,A12 

１ Ⅲ…A7,B7，ⅠＡⅡＢ…A14,A16 

１ Ⅲ…A9,B9，ⅠＡⅡＢ…A18,A20 

１ ・確認テスト 

第２回 

⑦～⑬ 

アップリフト １ Ⅲ…A11,B11，ⅠＡⅡＢ…A22,A24 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

１ Ⅲ…A13,B13，ⅠＡⅡＢ…A26,A28 

１ Ⅲ…A15,B15，ⅠＡⅡＢ…A30,A32 

１ Ⅲ…A17,B17，ⅠＡⅡＢ…A34,A36 

１ Ⅲ…A19,B19，ⅠＡⅡＢ…A38,A40 

１ Ⅲ…A21,B21，ⅠＡⅡＢ…A42,A44 

１ ・確認テスト 

第３回 

⑭～⑳ 

アップリフト １ Ⅲ…A23,B23，ⅠＡⅡＢ…A46,A48 確認テストへの取り組

み状況を評価する。ま

た、学校再開後の定期

考査の範囲として出題

する。 

１ Ⅲ…A25,B25，ⅠＡⅡＢ…A50,A52 

１ Ⅲ…A27,B27，ⅠＡⅡＢ…A54,A56 

１ Ⅲ…A29,B29，ⅠＡⅡＢ…A58,A60 

１ Ⅲ…A31,B31，ⅠＡⅡＢ…A62,A64 

１ Ⅲ…A33,B33，ⅠＡⅡＢ…A66,A68 

１ ・確認テスト 

第４回 

㉑～㉓ 

アップリフト １ Ⅲ…A35,B35，ⅠＡⅡＢ…A70,A72 学校再開後の定期考査

の範囲として出題す

る。 

１ Ⅲ…A37,B37，ⅠＡⅡＢ…A74,A76 

１ Ⅲ…A39,B39，ⅠＡⅡＢ…A78 

※確認テストは丸付け、やり直しをして実施翌日の登校日に提出すること 



熊本県立八代高等学校 ３学年「物理」シラバス（５月分） 

１．単元  波の性質 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・波の要素（波長λ、振幅Ａ、伝わる速さｖ、

周期Ｔ、振動数ｆ）を理解する。 

・位相について正しく判断する。 

・縦波の横波表示をする。 

・音波の性質を理解する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・波の伝わる様子をグラフで表現する。 

・波の伝わる速さｖ＝ｆλ＝λ/Ｔの関係式を導

き出せ、この式を活用する。 

・発音体のメカニズムを理解し、固有振動数や

開口端補正を求める。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・波とは何か、関心を持つ。 

【知識・技能】 

①グラフから、波の要素を判断できる。 

②同位相と逆位相を見分け振動状態を把握できる。 

③縦波の横波表示で、相互に変換し、分析できる。 

④音波の性質や共振・共鳴を理解できる。 

【思考・判断・表現】 

⑤ｙ－ｘ(波形)グラフとｙ－ｔ(時間変化)グラフを

相互に変換し、波の様子を把握できる。 

⑥正弦波や入射波と反射波の重ね合わせの作図がで

き、腹や節の位置や振動状態を特定できる。 

⑦発音体（弦や管）の固有振動数を導くことができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

⑧教科書の内容を理解し、ノートにまとめることが

できる。 

⑨レポートの提出 

 

４．教材及び準備 

（１）教科書 ： 改訂版 総合物理 ２ ～波・電気と磁気・原子～ 
（２）📺 動画視聴の際は  
  インターネットで NHK for schoolを開く→高校講座→物理基礎を開く→２学期のタブを開く 
  →指定の回の動画を再生→メモを取りながら視聴→学習メモや理解度チェックも参考にする 
（３）問題集 ： アクセスノート物理基礎 
          セミナー 物理基礎＋物理 
（４）ノート  ： 各自準備する 
   ※ノートの内容で、学習の経過 や 考察（レポート）を評価する。 
    必ず、日付を明記し、記録を残ししておくこと。 

 

５．学習計画 

回 日時 学習項目 学習内容 評価 

第
１
回 
 
 

５／８（金） 
１３：５０ 
～１４：４０ 
 

・波とは何か 
・縦波と横波 
 
 

📺 動画視聴（ＮＨＫ 物理基礎 ２学期 第２４回 
        「波は何を伝えるのだろう」） 
・教科書Ｐ．６～９、Ｐ．１６～１７の要点、用語の意味
をノートにまとめる。 

・アクセスノートのＰ．５８の問題を解く。 

① 
③ 
⑧ 

第
２ 
回 
 

５／１１（月） 
１４：５０ 
～１５：４０ 

・波の表し方 
・位相・位相 
・波のグラフ 
 の見方 

📺 動画視聴（ＮＨＫ 物理基礎 ２学期 第２５回 
        「波の形や速さを表す」） 
・教科書Ｐ．８～１３をノートに要点をまとめ、問１、問２、
問３、問４、問５、問６を解く。 

① 
② 
⑤ 
⑧ 

第
３
回 
 
 

５／１２（火） 
１３：５０ 
～１４：４０ 
 

・波のグラフ 
の見方 

 
 
 

・教科書Ｐ．１４～１５を読み、教科書巻末付録の波の立体模
型を作る。 

・出来上がった波の立体模型を横から見て、考察したことをノ
ートにまとめる。            【レポート１】 

・教科書Ｐ．１３の例題１，２と類題１，２を解く 

⑤ 
⑨ 

第
４
回 

５／１３（水） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・縦波と横波 
 
 

・教科書Ｐ．１６～１８をノートに整理し、問７、例題３、類
第３を解く。 

③ 
⑤ 
⑧ 



第
５
回 

５／１５（金） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・問題演習 
 
 

・アクセスノート物理基礎Ｐ．５９～６１を解く。 
 ※余裕があれば、セミナーＰ．１７２～１７３の問題（３３
３～３３９）を解く。 

① 
③ 
⑤ 

第
６
回 
 

５／１８（月） 
１４：５０ 
～１５：４０ 

・重ね合わせ 
 の原理 
・反射 
・定常波 

📺 動画視聴（ＮＨＫ物理基礎 ２学期 第２６回 
      「進まない波をつくる」） 
・教科書Ｐ．２４～２９の要点、用語を整理し、問８，問９，
問１０，例題６，類題６を解く 

⑥ 
⑧ 

第
７
回 

５／１９（火） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・自由端反射 
・固定端反射 
・定常波 

・アクセスノート物理基礎Ｐ．６２～６５の問題を解く。余裕
がある人はＰ．６７まで解く。 

⑥ 

第
８
回 
 

５／２０（水） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・波の干渉 
 
 
 

・配信された第２回ＷＥＢテストを解答する。 
・教科書Ｐ．３０～３１を読んで、波の「干渉」がどのような
現象なのか、どのような条件で起こるのか、法則をまとめる
。                   【レポート２】 

⑧ 
⑨ 

第
９
回 

５／２２（金） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・波の反射、 
屈折、全反 
射、回折 

・教科書Ｐ．３２～３６を読んで、波の「反射」「屈折」「全
反射」「回折」がどのような現象なのか、どのような条件で
起こるのか、法則をまとめる。      【レポート３】 

⑧ 

⑨ 

第
１
０
回 

５／２５（月） 
１４：５０ 
～１５：４０ 

・音の性質 
 
 
 

📺 動画視聴（ＮＨＫ物理基礎 ２学期 第２７回 
      「音の違いを決めるもの」） 
・教科書Ｐ．３９～４５をノートにまとめる。 
・アクセスノート物理基礎Ｐ．６８～６９を解く。 

④ 
⑦ 
⑧ 

第
１
１
回 

５／２６（火） 
１３：５０ 
～１４：４０ 

・発音体の 
 振動（弦） 
 
 

📺 動画視聴（ＮＨＫ物理基礎 ２学期 第２８回 
       「弦楽器の音を調べる」） 
・教科書Ｐ．４６～４７をノートにまとめる。 
・アクセスノート物理基礎Ｐ．７０～Ｐ．７１を解く。 

④ 
⑦ 
⑧ 

第
１
２
回 
 

５／２７（水） 
１３：５０ 
～１４：４０ 
 

・発音体の 
 振動（弦） 
 
 
 

・配信された第３回ＷＥＢテストを解答する。 
📺 動画視聴（ＮＨＫ物理基礎 ２学期 第２９回 
      「管楽器の音を調べる」） 
・教科書Ｐ．４６～５３の要点、公式をノートにまとめ、 
問１７，問１８，問１９を解く。 

④ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 

第
１
３
回 
 
 
 

５／２９（金） 
１３：５０ 
～１４：４０ 
 
 
 

・共振・共鳴 
 
 
 
 
 
 

・教科書Ｐ．５０～５３の例題９、類題９を解く。 
・共振・共鳴について調べ、教科書Ｐ．５１の【実験２６】を
行い、レポートを書く。         【レポート４】 

※糸は百均のタコ糸がおススメ。おもりは、ある程度 質量が
あって、糸に吊るせれば何でもよい。 

※レポートでは、実験方法、結果、分析・考察を記し、身のま
わりの共振・共鳴についても調べること。 

④ 
⑨ 

※  上記の学習計画は、１年次に学習した物理基礎の内容を多く含むので、これだけでは物足りない！

という人もいるかもしれない。そうした人は、セミナーの発展問題に挑戦したり、授業で習っていな

い部分を（正弦波の式や、干渉、屈折の法則など）自分で教科書を読み進め、問題演習をするなどし

て自学を進めておくようにしよう。 

   また、理解を深めるには問題演習が大切なので、これまで学習した単元についても、復習として、

どんどん問題演習を行っておくこと。 

   なお、質問があれば、クラッシーや登校日を活用して質問してください。密な状態を避けることが

できれば、学校に質問や添削を持ってくることも可能です。 

   ちなみに、物理基礎の第３０回の講座は思考力を問う面白い内容となっています。NHK高校講座に

は、他にも興味深いコンテンツがあるので、視聴してみてください。 

 

６．評価 

（１）教科書の要点・整理、教科書や問題集の問題の解答（作図や立式など、考えた過程を残す） 

（２）【レポート 1～４】（考察が大事である必要に応じてポートフォリオに保管しておく） 

（３）WEBテスト  

  ※（１）（２）はノート提出で確認する。ノート提出日は、６月１日とする。 

  ※（３）は、毎週水曜日にクラッシーの校内グループで配信予定。原則、その日に提出する。 

   ただし、クラッシー上で提出できない人は、木曜日の登校日に、紙面で提出する。   



熊本県立八代高等学校 ３学年「 化学 」シラバス（５月分） 

１．単元  第３編 無機物質 第 1章 非金属元素 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・非金属元素について、物質の単体やその

化合物の性質を理解する。 

・代表的な気体発生法を化学反応式で表せ

る。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・ハロゲンの酸化力の違いを理解する。 

・工業的製法の原理を理解し、量的関係を

考える。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・計画を立て、実施し、取組をふり返る。 

【知識・技能】 

①非金属元素について、物質の単体やその化合物の

性質を理解し、その知識を身に付けている。 

②代表的な気体発生について化学反応式で表すこと

ができる。 

【思考・判断・表現】 

③ハロゲンの酸化力の違いを理解できる。 

④工業的製法の原理を理解し、量的関係を考えるこ

とができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

⑤計画を立て実施し取組をふり返ることができる。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

① 

5/8 

非金属元素 

水素  

貴ガス元素 

１ ・教科書Ｐ206～209を読む 

・資料集Ｐ144～145を確認する 

・プリント No,2の穴埋めを行う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ① 

プリント提出（登校日

5/28） 

①② 

② 

5/11 

ハロゲン元素 １ ・教科書Ｐ210～211を読む 

・資料集Ｐ146～147を確認する 

・プリント No,3～4の穴埋めを行

う 

プリント提出（登校日

5/28） 

①②

③ 

③ 

5/12 

１ ・教科書Ｐ212～213を読む 

・資料集Ｐ148～151を確認する 

・プリント No,5～6の穴埋めを行

う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ② 

プリント提出（登校日

5/28） 

① 

④ 

5/12 

酸素・硫黄 １ ・教科書Ｐ214～216を読む 

・資料集Ｐ152～153を確認する 

・プリント No,7～8の穴埋めを行

う 

プリント提出（登校日

5/28） 

①② 

⑤ 

5/15 

１ ・教科書Ｐ217～220を読む 

・資料集Ｐ154～155を確認する 

・プリント No,9～10 の穴埋めを行

う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ③ 

プリント提出（登校日

5/28） 

①②

④ 



⑥ 

5/18 

窒素・リン １ ・教科書Ｐ221～223を読む 

・資料集Ｐ156～157を確認する 

・プリント No,11の穴埋めを行う 

プリント提出（登校日

5/28） 

①②

④ 

⑦ 

5/19 

１ ・教科書Ｐ224～225を読む 

・資料集Ｐ157～159を確認する 

・プリント No,12の穴埋めを行う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ④ 

プリント提出（登校日

5/28） 

①④ 

⑧ 

5/19 

炭素・ケイ素 １ ・教科書Ｐ226～229を読む 

・資料集Ｐ160～163を確認する 

・プリント No,13～14の穴埋めを

行う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ⑤ 

プリント提出（登校日

5/28） 

①② 

⑨ 

5/22 

気体の発生① １ ・教科書Ｐ230～231を読む 

・資料集Ｐ164～167を確認する 

・プリント No,15の穴埋めを行う 

プリント提出（登校日

5/28） 

①② 

⑩ 

5/25 

気体の発生② １ ・教科書Ｐ230～233を読む 

・資料集Ｐ164～167を確認する 

・プリント No,15の穴埋めを行う 

Formsによる確認ﾃｽﾄ⑥ 

プリント提出（登校日

5/28） 

①② 

⑪ 

5/26 

非金属元素 

まとめ① 

１ ・教科書Ｐ206～229までの問 1～

６の問題を解く 

解いた問題を提出（登校

日 5/28） 

①②

③④ 

⑫ 

5/26 

非金属元素 

まとめ② 

１ ・教科書Ｐ234～235の問題を解く 解いた問題を提出（登校

日 5/28） 

①②

③④ 

⑬ 

5/29 

非金属元素 

まとめ③ 

１ ・非金属元素の実験動画を探して

レポートにまとめる。※化学基礎

の教科書Ｐ16～17参照 

レポート提出（登校日

6/1） 

⑤ 

※Formsによる確認ﾃｽﾄは特別時間割「化学」の終わり 10分前から解くようにしてください。 



熊本県立八代高等学校 ３学年文系「生物」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）遺伝情報の発現（２）遺伝子の発現調節 
 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 
・遺伝情報の発現を理解する。 
・転写調節のしくみを理解する。 

【思考力，判断力，表現力等】 
 ・遺伝情報の変化を体系的に理解する。 
・原核、真核細胞の転写調節を比較し、特
徴を見出す。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・生物基礎と関連づけて遺伝子のはたらき
を理解する。 

【知識・技能】 
①遺伝情報の発現の流れを理解できる。 
②転写調節のしくみを理解できる。 

【思考・判断・表現】 
 ③遺伝情報の変化を体系的に説明できる。 
④原核、真核細胞の転写調節を比較し、相違点を踏
まえてそれぞれの特徴を整理できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
⑤生物基礎と関連づけながら、遺伝子のはたらきを
理解できる。 

 
４．授業計画 

授業回 学習項目 
時
間 

学習内容 評価方法 
評価
規準 

第１回 
 

遺伝情報の発現 
１（５／１１） 
２（５／１３） 
３（５／１８） 
４（５／２０） 

１ ・ＤＮＡの複製を理解する(教
科書 P84～87を読む) 
・問題集を解く(リード Light
ノート P44・45) 
・配信予定の動画を見る(任意) 

・問題集の解答状況の
確認（丸付け・やり直
し）※学習したページ
を撮影し、画像を
Classiにて提出。 

①⑤ 

１ ・遺伝情報の発現の流れを理解
する(教科書 P90～100を読む) 
・問題集を解く（リード Light
ノート P46・47） 
・配信予定の動画を見る(任意) 

・問題集の解答状況の
確認（丸付け・やり直
し）※学習したページ
を撮影し、画像を
Classiにて提出。 

①⑤ 

１ ・遺伝情報の変化を理解する。
(教科書 P101～107を読む) 
・問題集を解く（リード Light
ノート P48） 
・配信予定の動画を見る(任意) 

③ 

１ ・問題集を復習する（リード
Lightノート P46～48） 
・遺伝情報の発現に関する小テ
スト（Classiにて別途指示） 

①③ 

第２回 遺伝子の発現調節 
５（５／２５） 
６（５／２７） 

１ ・原核生物の発現調節を理解す
る(教科書 P108～110を読む) 
・問題集を解く(リード Light
ノート P49) 
・配信予定の動画を見る(任意) 

・問題集の解答状況の
確認（丸付け・やり直
し）※学習したページ
を撮影し、画像を
Classiにて提出。 

② 

１ ・真核生物の発現調節を理解す
る(教科書 P111～115を読む) 
・問題集を解く(リード Light
ノート P50) 
・配信予定の動画を見る(任意) 
・遺伝情報の発現に関する小テ
スト（Classiにて別途指示） 

・問題集の解答状況の
確認（丸付け・やり直
し）※学習したページ
を撮影し、画像を
Classiにて提出。 

④ 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「生物（理系）」シラバス（５月分） 
１．単元  （１）生殖と発生  

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・遺伝子の連鎖と組換えを理解する。 

・動物の発生を理解する。 

・植物の発生を理解する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・発生についての説明をする。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・計画を立て、実施し、取組を振り返る。 

【知識・技能】 

①遺伝子の連鎖と組換えを理解できる。 

②動物の発生を理解できる。 

③植物の発生を理解できる。 

【思考・判断・表現】 

④発生についての説明ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

⑤計画を立て、実施し、取組を振り返ることができ

る。 

４．授業計画  （ｔ：教科書、 p1：プリントの一問一答、ｐ問：プリントの問題） 

授業
回 

学習項目 
時
間 

学習内容 評価方法 
評価 
規準 

第 
１ 
回 

遺伝子の連鎖と組換え １ 

・t：１５０～１５５を読む 
・p1：１～４３を解く 
・ｐ問：１～１０を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

① 
⑤ 

第 
２ 
回 

動物の発生 １ 

・t：１５６～１６１を読む 
・p1：４４～６１を解く 
・ｐ問：１１～１２を解く 
・質問、感想を連絡する。 

課題の提出・取り組
み状況 
質問、感想の有無 

② 
⑤ 

第 

３ 
回 

ウニの発生 

１ 
・t：１６２、１６３を読む 
・p1：６２～７９を解く p 問 

１３
～ 
１５ 

課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 
４ 
回 

１ ・作業プリントを行う 
課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 
５ 

回 
カエルの発生 

１ 
・t：１６５～１６９を読む 
・p1：８０～９０を解く p 問 

１６
～ 
１９ 

課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 

６ 
回 

１ 
・作業プリントを行う 
・質問、感想を連絡する 

課題の提出・取り組
み状況 
質問、感想の有無 

② 
⑤ 

第 
７ 

回 
発生の仕組み １ 

・t：１７０～１７５を読む 
・p1：９１～９７を解く 
・p 問：２０～２２を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 

８ 
回 

分化の誘導 １ 

・t：１７６～１８１を読む 
・p1：９８～１０９を解く 
・p 問：２３～２７を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 
９ 
回 

動物に共通の形づくり
のしくみ 

１ 

・t：１８２～１８７、１７２を読む 
・p1：１１０～１１７を解く 
・p 問：２８～３０を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

② 
⑤ 

第 
１０ 

回 
（質問時間） １ 

学習内容で分からないことを質問
する。また、これまでの学習の感
想を述べる。 

条件に沿った質問・
感想の有無 

④ 
⑤ 

第 

１１ 
回 

被子植物の配偶子形成
と受精 

１ 

・t：１８８、１８９を読む 
・p1：１１８～１３６を解く 
・p 問：３１～３３を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

③ 
⑤ 

第 
１２ 
回 

被子植物の胚の発生 １ 

・t：１９０～１９５を読む 
・p1：１３７～１４０を解く 
・p 問：３４を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

③ 
⑤ 

第 
１３

回 

花の形態形成の遺伝子
による制御 

１ 

・t：１９６～１９９を読む 
・p1：１３７～１４０を解く 
・p 問：３５を解く 

課題の提出・取り組
み状況 

③ 
⑤ 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「地学基礎」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）地球のエネルギー収支   （２）大気の大循環 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・地球が受け取る太陽放射エネルギーについて

理解する。 

・地球のエネルギー収支を理解する。 

・熱輸送について理解する。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・地球が受け取るエネルギー量を図から考えて

計算する。 

・地球のエネルギー収支の関係性を表現する。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・計画を見ながら実施し、取り組みを振り返

る。 

【知識・技能】 

①地球が受け取る太陽放射エネルギーについて理解で

きる。 

②地球のエネルギー収支を理解できる。 

③熱輸送について理解できる。 

【思考・判断・表現】 

④地球が受け取るエネルギー量を図から考えて計算で

きる。 

⑤地球のエネルギー収支の関係性を表現できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

⑥計画通りに単元の目標を達成し、取り組みについて

振り返ることができる。 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時
間 学習内容 評価方法 

評価
規準 

第１回 
 

太陽放射エネルギー 
 
 

１ ・ＮＨＫ高校講座 
「第２８回～地球の熱収支～」の
動画視聴。 
・教科書Ｐ１２０～Ｐ１２１の太
陽放射エネルギーを理解する。 

研究ノートＰ７７．問題番
号５９を解く。 

① 

第２回 １ ・教科書Ｐ１２１の太陽定数につ
いて理解する。 
 

研究ノートＰ７７．問題番
号６０、Ｐ７７．問題番号
６１を解く。 

④ 
 

第３回 １ これまでの内容を確認する。 
太陽放射エネルギー、太陽定数の
計算の学び直し。 

第１回、第２回でできなか
ったことを行い、理解でき
なかったことを質問として
ルーズリーフにまとめる。 

⑥ 

第４回 地球のエネルギー収
支 
 

１ ・教科書Ｐ１２１～１２２の地球
エネルギー収支を理解する。 

研究ノートＰ７９を解く。 ⑤ 

第５回 １ ・教科書Ｐ１２３の温室効果、放
射冷却について理解する。 

研究ノートＰ８０を解く。 ② 

第６回 １ これまでの内容を確認する。 
地球のエネルギー収支や温室効
果、放射冷却の覚え直し。 

第４回、第５回でできなか
ったことを行い、理解でき
なかったことを質問として
ルーズリーフにまとめる。 

⑥ 
 

第７回 大気の大循環 
 

１ ・ＮＨＫ高校講座 
「第２９回～大気の大循環～」の
動画視聴。 
教科書Ｐ１２４、Ｐ１２５Ｂ空気
に働く力と風について理解する。 

ルーズリーフに教科書の内
容をまとめる。 

③ 

５ 提出方法 
 ①研究ノートはルーズリーフに解いて毎週木曜日の登校日に提出。（年組番号指名を忘れないこと） 
 ②質問内容、まとめた内容もルーズリーフにかいて木曜日に提出。次週返却された際に授業用ノートに貼

る。 
  これらの提出物が評価の対象となる。年組番号氏名を必ず記入しておくこと。 
６ 返却物について 
 基本次週に返却するものとする。 
 ①については返却された際に提出ノートに張り付けること 
 ②については返却された際に授業用ノートに張り付けること 



熊本県立八代高等学校 ３学年「体育」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）体つくり運動 

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・自分の体力合わせた運動を行う。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・運動を工夫して行う。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・計画を立て、継続して、運動を行う。 

・自分の体力に挑戦をする。 

【知識・技能】 

①自分の体力に合わせた運動を行うことができる。 

【思考・判断・表現】 

②体力に合わせて運動を工夫して行うことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

③計画を立て、毎日、運動に取り組むことができる。 

④体力アップに向け、回数を増やし、取組ことができ

る。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 学習内容 評価方法 
評価

規準 

第１回 

 

 

 ～ 

 

 

第 17回 

 

体つくり運動 ・ＮＨＫ「ﾗｼﾞｵ体操第２」動画

視聴・実践 

・教科担当作成の体育学習内容 

「体力づくりメニュー」を参考

に運動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習記録シートの提出 

 

ラジオ体操第２テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「コミュニケーション英語Ⅲ」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）Loop長文問題集 Lesson1～Lesson5 （２）Listening Coach UNIT 01～UNIT 04 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 
・語彙・表現の知識を充実させる。 
・wpmを意識し、素早く読み進める。 

【思考力，判断力，表現力等】 
・段落構成なども意識しながら、大意を

把握する。 
・精読して筆者の主張を理解する。 

【学びに向かう力，人間性等】 
・長文読解を通じて今日的課題に対する

興味関心を持ち、考察を行う。 

【知識・技能】 
①語彙･表現を覚えている。 
②指定された時間で通読できる。 
【思考・判断・表現】 
③速読し、大まかな内容を理解できる。 
④精読し、設問に解答できる。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
⑤解説や補足ページを読み、理解できる。 
⑥本文に基づいて、自分の考えを表現できる。 

 

４．授業計画 

授業回 
学習項
目 

実施時
間 

学習内容 評価方法 
評価 
規準 

第１回 
 ～ 
第３回 
 

Lesson1 
 

5/8 
３限目 

・英文編 P6,7 Quick Check 
・Workbook P6,7 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

①～④ 

5/8 
７限目 

・英文編 P6,7 Quick Check 
・Workbook P6,7 解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

5/11 
３限目 

・英文編 P6,7  P18 Lesson1 
・Workbook P8,9 演習・解答 
・Listening Coach UNIT 01演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

⑤,⑥ 

第４回 
 ～ 
第６回 

Lesson2 
 

5/13 
３限目 

・英文編 P8,9 Quick Check 
・Workbook P10,11 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

①～④ 

5/15 
３限目 

・英文編 P8,9 Quick Check 
・Workbook P10,11 解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

5/15 
７限目 

・英文編 P8,9  P18 Lesson2 
・Workbook P12,13演習・解答 
・Listening Coach UNIT 02演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

⑤,⑥ 

第７回 
 ～ 
第８回 

Lesson3 5/18 
３限目 

・英文編 P10,11 Quick Check 
・Workbook P14,15 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

①～④ 

5/20 
３限目 

・英文編 P10,11 Quick Check 
・Workbook P14,15 解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

第９回 Lesson3 
 

5/22 
３限目 

・英文編 P10,11  P18 Lesson3 
・Workbook P16,17演習・解答 
・Listening Coach UNIT 03演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

⑤,⑥ 

第 10回 
 ～ 
第 12回 

Lesson4 
 

5/22 
７限目 

・英文編 P12,13 Quick Check 
・Workbook P18,19 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

①～④ 

5/25 
３限目 

・英文編 P12,13 Quick Check 
・Workbook P18,19 解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

5/27 
３限目 

・英文編 P12,13  P19 Lesson4  
・Workbook P20,21 
・Listening Coach UNIT 04 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

⑤,⑥ 

第 13回 
第 14回 

Lesson5 
 

5/29 
３限目 

・英文編 P14,15 Quick Check 
・Workbook P22,23 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出 

①～④ 
 

5/29 
７限目 

・英文編 P14,15 Quick Check 
・Workbook P22,23 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ
り Workbook 写真提出  



熊本県立八代高等学校 ３学年「英語表現Ⅱ」シラバス（５月分） 

１．単元  （１）システム英作文 Lesson7～Lesson10 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・語彙・表現の知識を充実させる。 

・基本文型を定着させる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

・基本文型を使った文を書ける。 

・文法的に破綻のない英文が書ける。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・自ら考えながら、作文する姿勢を身に

つける。 

【知識・技能】 

①語彙･表現を覚えてる。 

②Basicレベルの基本的な英文を書ける。 

【思考・判断・表現】 

③基本的な構文を使える。 

④時制や人称などを間違えずに書ける。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

⑤解説や補足ページを読み、理解できる。 

⑥身につけた事柄を用いて自分の考えを表現できる。 

 

４．授業計画 

Lesson10の解答解説は休校期間が明けた後の授業で行う予定です。

授業回 学習項目 
実施時

間 
学習内容 評価方法 

評価規

準 

第１回 

 

システム英作文 

Lesson７ 

5/7 

３限目 

・システム英作文 P32,33 

Advanced 奇数番号問題 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

第２回 

 

5/12 

３限目 

・システム英作文 P32,33 

Advanced 奇数番号問題 解答 

第３回 

(文系) 

Smart Reader 

L14･15 

5/13 

６限目 

・Smart Reader L14･15 

奇数番号問題 演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

第４回 

 

システム英作文 

Lesson８ 

5/14 

３限目 

・システム英作文 P36,37 

Advanced 奇数番号問題 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

第５回 

 

5/19 

３限目 

・システム英作文 P36,37 

Advanced 奇数番号問題 解答 

第６回 

(文系) 

Smart Reader 

L16･17 

5/20 

６限目 

・Smart Reader L16･17 

奇数番号問題 演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

 

第７回 

 

システム英作文 

Lesson９ 

5/21 

３限目 

・システム英作文 P40,41 

Advanced 奇数番号問題 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

第８回 

 

5/26 

３限目 

・システム英作文 P40,41 

Advanced 奇数番号問題 解答 

第９回 

(文系) 

Smart Reader 

L18･19 

5/27 

６限目 

・Smart Reader L18･19 

奇数番号問題 演習・解答 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

 

第 10

回 

システム英作文 

Lesson１０ 

5/28 

３限目 

・システム英作文 P44,45 

Advanced 奇数番号問題 演習 

Classi のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵよ

りノート写真提出。 

①～⑥ 

 



熊本県立八代高等学校 ３学年「探究」シラバス（５月分） 

１．単元 進路研究・小論文学習   

 

２．単元の目標 ３．評価規準 

【知識及び技能】 

・ＩＣＴ活用能力を高める。 

・現代の諸課題への認識を深める。 

【思考力，判断力，表現力等】 

 ・情報を正しく収集する力を身につける。 

・小論文学習を通して、論理的思考力や 

  科学的思考力を養う。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・自己の在り方や生き方を考える。 

 

【知識・技能】 

①インターネットを活用し、情報収集することがで

きる。 

②現代の諸課題を把握できる。  

【思考・判断・表現】 

③正しい情報を判断することができる。 

④論理的に表現することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 ⑤現代の諸課題に興味を持ち、自分の生き方を考え

ることができる。 

 

４．授業計画 

授業回 学習項目 
時

間 
学習内容 評価方法 

評価

規準 

第１回 

 

・進路研究 １ ・大学の学部・学科についてイ

ンターネット等を活用して調

査し、調べたものをポートフ

ォリオに保管する。 

・クラッシーのポートフォリオ

の入力や整理を行う。 

・ポートフォリオに入

力されたものを評価

する。 

① 

③ 

⑤ 

第２回 ・小論文学習 １ ・返却された小論文のリライト

のための準備や調査を行う。 

・リライト後に提出さ

れた小論文で評価す

る。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

１ ・小論文のリライトを行う。 

 

 

 


